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即興表現にお 的 日
一年間の舞踊経験による身体支配の進歩について一
小松
上はじめに
おいて豊かな表現技術を身につけさせるための手がかりを得るため，第 1報
と初心者の表現技術の相違について身体支配を中心Jこ動作学的分析を試みた。その結果，
十ヲ よび速度範自におい り お
いては各技術の組み合わせが単純であり，熟練者においてはその組み合わせが複雑であった。
i報において初心者で、あった対象者に一年間の舞踊の授業を行い，初心時の即興
した後の即興表現において 9 その身体支配にどのような変化がみられたか追跡した。
は豊かな表現技術を身につけさせるための指導の手がかりをえるために 9
よる身体支配の変化を動作学的に分析することを目的としJた。
? 
島田
によって身につ
ことによってどのような技術が身につくのか?本研究では一年間の舞踊経験
を身体支配に限定して次のような実験を行った。
(1) 
し，前回実験を経験した者の中から 2名を抽出し，被験者とした。
i) 
にE呼問の聞興表現を行わせてその結果を50 (較正値O. )の16rnm
した。擬影したフィルムは16mrn用 lコマ送りのプロジェクターでパーソブールコ
ンピュ}ター させたタープ1/ツト上に投影し をグラブペンで打点した。開始時から
まで86...96コマを入力した。
をされたい。 日は昭和62年4月29日， は
166 小松 恵理子
3.結果と考察
(1) 身体重心の変化
図1 初心時の運動軌跡 (M.T.) 図2 初心時の運動軌跡 (M.S.) 
図3 一年後の運動軌跡 (M.T.) 国4 一年後の運動軌跡 (M.S.) 
図 1，2は被験者の運動軌跡をスティックピクチュアにより示したものである。また図 3，4は同
一対象者の一年後の運動軌跡を示したものである。初心時においては少し移動し一度頭を低くして起
き上がるという二人共似かよった運動をしているのに対し，一年後では (M.T.)は広い範囲をなめ
らかな動きを用いて移動し，他方は二度のジャンプと上半身の大きな動きを一度行うというダイナ
ミックな動きになっている。
さらに， X-yフロッターとコンビューターとの連動により被験者の画像を水平方向・鉛直方向の
座標に電気的信号として入力し，そのデーターにより身体重心を求めた。
(2) 
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そのデーターをもとに運動範囲の広がりをみるために身体重心の水平方向と鉛直方向の最大値を求
め，面積を求めた。結果は表]に示された通りである。尚表の下段は前回の初心者と
を示したちのである。上段の数値では一年後の面積が広く，初心時の約 2倍となっており，より広範
囲に動けるようになったことを示すと思われる。さらに図 5，6は重心の移動をプロッ卜したもので
ある。図?， 8は一年後の結果を示すものであり，広い範囲をなめらかにまた，上ド変動を用いなが
ら動いている うかがえる。
以上のよう よりも‘年後の方がより にスムーズに動いているといえる。
速度の範囲を身体重心と同様ヲ水平方向と鉛直方向の最大値の積，面積として求めたものを表2に
した。下段は前回の初心者と熟練者の:平均値を示している。 2人は2方向へ対照的な変化をみせて
いる。 (M.T)の速度範囲は前回の初心者の平均値よりも低い値を示している。前回熟練者の 1人
にY軸方向の動作が大きく面積が小さい数字を示した者 (M.H)の例があり，このことも一つの
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一年後の身体重心の変化 (M.S.) 
図的な制御の表れと考えられる。また図11に示すよう X軸への速度は早くなっているもののY軸方向
へのスピードがほとんどなく，上下変動よりも横へなめらかに動くよう身体を制御する方向をとった
ものと思われる。また図12に示すように (M.S.)は上下変動を多く用いより広い速度範囲を示した
図8一年後の身体重心の変化 (M.T.) 図7
前回熟練者の傾向と同一傾向を示している。
身体重心と速度変化の関連
さらに身体重心の鉛直方向と速度の鉛直方向の変化との関連を時間的経過において検討した。結果
は図13-16に示した通りである。図13，14は初心時，図15，16は一年後の結果を示す。 X軸は時間的
経過を示した。 Y軸は鉛直方向の速度変化(黒丸)および，身体重心の上下変動(白丸)を示してい
(3) 
る。
これによると初心時の上下変動はゆるやかな変化にとどまっている。しかし一年後には (M.T.)
では細かい上下変動を用い前回の熟練者の曲線に類似してきている。また， (M.S.)では上下変動
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初心時の身体重心と速度の関連 (M.S.) 図14初心時の身体重心と速度の関連 (M.T.) 図13
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関15 と (J吋包丁祖) 閤16 と速度の関連 (M号 S白)
を大きく用いとくに重心を立位状態よりも上方ヘ。すなわちジャンプによる上下変動が大きい。
しかしながら γ この 2人の共通な点はスティッタピクチュアーよりも明らかなように上肢の動きに
きの変化が初心時司 一年後共に少ない。すなわち立位よりも低い位置へ重心を移動させる
りみられない。白分の体重をスピードを伴って下方へ移動させるのはかなり困難な技術と思
われる。 従っ乙このよう伝動きを学生ヲ生徒への呈示す
させることが必要と思われる。
にとり入れたり，また基本運動におい
頭(局面)
に顔の面の移動を示す菌]変化は前回同様フィルムより視覚的にしかとらえることができなかった。
身体の向きや鎮の向きが変化する回数をカウントし回転は面変化 2として計算した。結果は表3に示
した通りである。初心持よりも面変化の回数が増加する傾向にある。ちなみに前回の初心者の平均は
d に示すように3，5由であり， は7回であった。熟練者の平均 7囲には及ば
3 覇
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らすると経験を重ねることによって る傾向があることを示唆しているないもの
と忠われる c
以仁のよう
び，上
と…年後の身体支配の技術の差をみてみると，一つには身体重心の移動範関及
さらにその速震変化が増加[ノたり になったりしていることカfわかる。
またヲ祝覚的にとらえたものではある
る煩向に応る。こFのように，速度，
面変化は初心持よりも にわずかではあるが増加す
国変化においては変化がみられ，各技術の組み合わせ
.~-)チプ
，~ 
になる傾向を示した。しかし熟練者においてみられ
どのJ支持1はまだみられなかった。
リズム F 急激な
3. ;おわりに
街jの
ことによって身体支配の技術でまず身につくことは移動範囲の拡大と速度の制
および間変化の増加であることが示唆された。 しかしながら急激な速度を
させるような動さはみられなかった。このような動きの獲得を容易にする創造的
としたい。また舞踊運動を動作学的にとらえ，巧みさを身につけさせるため
のコツをみい出すために動作学的手法は有効と忠われ舞i穏や他種目においても報告例は多数みられる。
しかし， 指導ノヲ法との関連においてとらえた研究は少なく，さらに本来 3次元であるべき舞踊を 2
的にとらえる困難さもあり様々の問題点を抱えている。これらの手法の精選はむろん著者個人の子にお
?
えるべき はありえないが9 今後の大きな課題といえよう。
本論文そまとめるにあたりラ実験。 に御協力をいただきました，鹿児島大学教育学部運動学研究
室の皆様に深く を表します。まだ，被験者の皆様方にも厚く御礼申し上げます。
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